
原水爆禁止 2018 年世界大会－広島・フォーラム、分科会（8 月 5 日〔日〕） 紹介チラシ その 1

核兵器禁止・廃絶へ 歴史的な情勢に

学びと交流を深めよう！

核兵器禁止をリードする政府代表と語り合おう
フォーラム「核兵器禁止・廃絶へ―政府と NGO の対話」

参加者が主人公の分科会－第一線の助言者に学ぼう

◇ジェイミー・ウォルシュさん（アイルランド外務

貿易省 軍縮不拡散局 副局長）

◇トーマス・ハイノッチさん（オーストリア欧州統

合外務省 軍縮軍備管理不拡散局長）

核兵器の非人道性を国際政治でひろげ、核兵器禁止条約採

択を主導してきた政府代表とともに、核兵器をめぐる課題や展

望を深くつかめます。

①「核兵器のない平和で

公正な世界へ―草の根の

行動」

冨田宏治さん（世界大会起

草委員長、関西学院大学法学

部教授）

核兵器禁止条約のわかりや

すい解説が好評の冨田さん

が、草の根運動の役割や課題

を明らかにします。

②「非核平和の自治体づ

くり」

森一恵さん（弁護士、日弁

連憲法委員会）

非核平和の自治体づくりで

も、核兵器禁止条約の意義を

広めることは重要です。条約交

渉会議にも参加した森弁護士

がそのポイントを解説します。

③「９条改憲ストップと

核兵器禁止・廃絶」

小沢隆一さん（非核の政府

を求める会常任世話人、東京

慈恵会医科大学教授）

ヒロシマとナガサキの痛苦の

経験を経て生まれた日本国憲

法９条。安倍政権がねらう９条

改憲を止め、非核平和の日本

の展望を学びます。

⑧「青年のひろば－被爆

者訪問、学習と交流」

斎藤紀さん（医師、福島・

わたり医療生協病院）

ヒロシマとナガサキとはなん

だったのか？ 長年にわたり被

爆地広島で被爆者医療にた

ずさわってきた斎藤さんが、青

年たちにわかりやすく被爆の

実相を語りかけます。

お問い合せ：原水爆禁止世界大会実行委員会 TEL 03-5842-6035 / FAX 03-5842-6033

ジェイミー・ウォルシュさん トーマス・ハイノッチさん



 

8/5（⽇） 13:00〜（開場 12:30） 広島県健康福祉センター ⼤研修室（8 階） 
 
朝鮮半島非核化と平和体制構築のプロセス開始で、辺野古新基地建設の根拠はなくなります。米国の戦争の拠
点から平和・繁栄の象徴の沖縄に！11 月の沖縄県知事選挙でオール沖縄候補の再選をめざし、支援と連帯を
強める特別集会を開催します。ぜひご参加ください。 
 
お問い合せ：原水爆禁止世界大会実行委員会 TEL 03-5842-6035 / FAX 03-5842-6033 

辺野古新基地建設ストップ、核も基地もない沖
縄を実現するために、翁長雄志知事以下、県民
の総力を挙げて、平和的手段で安倍政権とたた
かっている「オール沖縄会議」の代表が沖縄を
めぐる現地の情報をリアルに報告します。また、
アメリカ、グアム、フィリピンの海外代表が米
軍基地とのたたかいをスピーチします。 



  

8/5（⽇） 13:00〜（開場 12:30） 

広島 YMCA 2 号館 コンベンションホール（地下 1 階） 
 
朝鮮半島の平和実現へ、対話を進める流れが生まれています。
核兵器のない朝鮮半島・アジアへ一歩を踏み出すチャンスを生
かすためにどうするかについて、アメリカ、韓国、日本のパネ
リストが意見を交わすパネル討論会を開催します。 
ご参加ください。 

パネリスト 

アメリカ：ジョゼフ・ガーソン氏 

（平和・軍縮・共通安全保障キャンペーン／アメリカフレンズ奉仕委員会） 

日  本：川田忠明氏（日本原水協担当常任理事） 韓国からも参加します。 
 

お問い合せ：原水爆禁止世界大会実行委員会 TEL 03-5842-6035 / FAX 03-5842-6033 



世界大会で初！ 8 月 5 日(日)、広島・交流企画

核兵器のない世界のために

―ジャーナリズムを考える
8 月 5 日(日)13:00～16:00 鶴学園広島校舎 201

隅井孝雄さん
日本テレビ出身（編成局、報道局）。NTV 

International Corp.社長、京都学園大学教授。現

職、京都ノートルダム女子大学客員教授、NPO 京

都コミュニティー放送副理事長、編成委員長

難波健治さん
日本ジャーナリスト会議広島支部長、中国新聞OB。

戦争させない・９条壊すな！ヒロシマ総がかり行

動実行委員会事務局長。

核兵器禁止条約採択から 1 年余り、核兵器の非人道性や、核兵器禁止・

廃絶をめぐる世界のうごきなどを社会に広めていくことがますます重要

になっています。

その役割を担う草の根の運動と、メディアの担い手であるジャーナリス

トが、互いの問題意識やとりくみについて交流します。


